終末期の在宅医療・延命治療に対する看護学生の思いの調査 by 加藤 博之
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 看護学生 人数(％) 
ｎ＝831 
全国世論調査 推定人数(％) 
  ｎ＝1600  【参考】 
 
男 90(11) 752(47) χ2＝316.052 
p<0.001 女 741(89) 848(53) 
 
表2 回答者の年齢 
 看護学生 人数(％) 
ｎ＝829 
全国世論調査 推定人数(％) 
  ｎ＝1600  【参考】 
 
10 歳代 295 (36) 0 (0) 
χ2＝1669.819 
p<0.001 
20 歳代 418 (50) 96 (6) 
30 歳代 79 (10) 192 (12) 
40 歳代 32 (4) 256 (16) 
50 歳代 5 (1) 272 (17) 
60 歳代 0 (0) 384 (24) 
70 歳以上 0 (0) 384 (24) 
 
表3 看護学生の所属×学年（％） 
 1年 2年 3年 4年 合計 
大学 86 (10) 89 (11) 47 (6) 84 (10) 306 (37) 
短期大学 66 (8) 66 (8) 67 (8) 0 (0) 199 (24) 
専門学校(3 年制) 91 (11) 124 (15) 112 (14) 0 (0) 327 (39) 
合計 243 (29) 279 (34) 279 (27) 84 (10) 832 (100) 
表4 将来の健康や病気になった時の不安（複数回答可） 
 看護学生 人数(％) 
ｎ＝832 
全国世論調査 推定人数(％) 
  ｎ＝1600  【参考】 有意確率 
医療や介護にお金がかかる 469 (56) 656 (41) p<0.001 
がんになる 465 (56) 640 (40) p<0.001 
介護などで家族に迷惑をかける 447 (54) 704 (44) p<0.001 
認知症になる 438 (53) 688 (43) p<0.001 
働けなくなる 426 (39) 400 (25) p<0.001 
脳卒中などで寝たきりになる 312 (38) 528 (33) p=0.027 
十分な介護が受けられない 172 (21) 288 (18) p=0.110 
良い医師や病院にかかれない 89 (11) 176 (11) p=0.820 
持病が悪化する 76 (9) 192 (12) p=0.032 
その他 27 (3) 192 (12) p<0.001 
 
 
































































 看護学生 人数(％) 
ｎ＝832 
全国世論調査 推定人数(％) 
  ｎ＝1600  【参考】 
 
そう思う 787 (95) 1328 (83) 
χ2＝80.859 
p<0.001 そうは思わない 43 (5) 224 (14) 
答えない 0 (0) 64 (4) 
表6 最期まで在宅医療を受けたいと思うか 
 看護学生 人数(％) 
ｎ＝832 
全国世論調査 推定人数(％) 
  ｎ＝1600  【参考】 
 
そう思う 450 (54) 704 (44) 
χ2＝50.721 
p＜0.001 そうは思わない 376 (45) 800 (50) 
答えない 6 (1) 102 (6) 
表7 最期まで在宅医療を望む理由（複数回答可） 
 
看護学生  推定人数(％) 
ｎ＝450 
全国世論調査 推定人数(％) 
   ｎ＝704  【参考】 
有意確率 
家族と多くの時間を過ごせる 323 (71) 373 (53) p<0.001 
好きなように過ごせる 270 (60) 345 (49) p<0.001 
住み慣れて暮らしやすい 237 (52) 359 (51) p=0.579 
家やその地域に愛着がある 142 (31) 162 (23) p=0.001 
病院で自分が望む以上の医療を受けたくない 88 (20) 134 (19) p=0.826 
自宅で最期を迎えるのが自然だ 70 (16) 211 (30) p<0.001 
その他 19 (4) 7 (1) p<0.001 
 





































































 看護学生 人数(％) 
ｎ＝832 
全国世論調査 推定人数(％) 
  ｎ＝1600  【参考】 
 
そう思う 596 (72) 1264 (79) 
χ2＝24.628 
p＜0.001 そうは思わない 211 (25) 272 (17) 
答えない 25 (3) 64 (4) 
表9 希望しても最期まで自宅で医療を受けることは難しいと思う理由（複数回答可） 
 看護学生 人数(％) 
ｎ＝596 
全国世論調査 推定人数(％) 
  ｎ＝1264  【参考】 有意確率 
介護などで家族の負担が大きい 512 (86) 1024 (81) p<0.001 
容体の急変に対応できない 250 (42) 468 (37) p＝0.042 
お金がかかる 242 (41) 468 (37) p=0.138 
介護してくれる人がいない 99 (17) 278 (22) p=0.007 
訪問看護の態勢が整っていない 86 (14) 240 (19) p=0.016 
在宅医療をしてくれる医師がいない 54 (9) 291 (23) p<0.001 
その他 14 (2) 0 (0) p<0.001 
表10 自分の終末期の医療に関する家族との相談の有無 
 看護学生 人数(％) 
ｎ＝832 
全国世論調査 推定人数(％) 
  ｎ＝1600  【参考】 
 
ある 248 (30) 496 (31) 
χ2＝0.472 
p＝0.492 ない 580 (70) 1088 (68) 
答えない 4 (0) 32 (2) 
 










































































  ｎ＝1600  【参考】 
 
知っている 512 (62) 336 (21) 
χ2＝465.196 
p＜0.001 言葉を聞いたことはあるが内容は知らない 151 (18) 272 (17) 
知らない 164 (20) 992 (62) 
 
表12 「リビング・ウィル」「事前指示書」の作成希望の有無 
 看護学生 人数(％) 
ｎ＝832 
全国世論調査 推定人数(％) 
  ｎ＝1600  【参考】 
 
作りたい 629 (77) 704 (44) 
χ2＝154.803 
p＜0.001 
そうは思わない 186 (23) 688 (43) 
すでに作っている 4 (1) 16 (1) 
答えない 13 (2) 208 (13) 
表13 終末期の延命医療をして欲しいと思うか 
 看護学生 人数(％) 
ｎ＝832 
全国世論調査 推定人数(％) 
  ｎ＝1600  【参考】 
 
そう思う 133 (16) 192 (12) 
χ2＝47.238 
p＜0.001 そうは思わない 691 (83) 1296 (81) 
答えない 8 (1) 112 (7) 
 
表14 終末期の延命医療に関する医師と患者・家族間の十分な対話が行われているか 
 看護学生 人数(％) 
ｎ＝832 
全国世論調査 推定人数(％) 
  ｎ＝1600  【参考】 
 
そう思う 367 (44) 560 (35) 
χ2＝120.278 
p<0.001 そうは思わない 457 (55) 800 (50) 
答えない 8 (1) 240 (15) 
 































































 学年［人数、( )は学年内の比率］ n＝830  
 1年 2年 3年 4年 合計 
χ2＝0.940 
p＝0.816 
そう思う 232 (95) 264 (95) 214 (95) 77 (93) 787 (95)
そうは思わない 11 (5) 14 (5) 12 (5) 6 (7) 43 (5) 
合計 243 278 226 83 830 
 
表16 看護学生（学年）×最期まで在宅医療を受けたいと思うか 
 学年［人数、( )は学年内の比率］ n＝826  
 1年 2年 3年 4年 合計 
χ2＝5.919 
p＝0.116 
そう思う 132 (55) 138 (50) 126 (56) 54 (64) 450 (54)
そうは思わない 108 (45) 139 (50) 99 (44) 30 (36) 376 (46)
合計 240 277 225 84 826 
 
表17 看護学生（学年）×希望しても最期まで自宅で医療を受けることは難しいと思うか 
 学年［人数、( )は学年内の比率］ n＝807  
 1年 2年 3年 4年 合計 
χ2＝5.026 
p＝0.170 
そう思う 187 (79) 197 (73) 157 (71) 55 (69) 596 (74)
そうは思わない 50 (21) 73 (27) 63 (29) 25 (31) 211 (26)
合計 237 270 220 80 807 
 
表18 看護学生（学年）×終末期の延命医療をして欲しいと思うか 
 学年［人数、( )は学年内の比率］ n＝824  
 1年 2年 3年 4年 合計 
χ2＝2.036 
p＝0.565 
そう思う 45 (19) 41 (15) 33 (15) 14 (17) 133 (16)
そうは思わない 194 (81) 236 (85) 192 (85) 69 (83) 691 (84)
合計 239 277 225 83 824 
 
表19 看護学生（学年）×終末期の延命医療に関する医師と患者・家族間の十分な対話が行われているか 
 学年［人数、( )は学年内の比率］ n＝824  
 1年 2年 3年 4年 合計 
χ2＝6.728 
p＝0.081 
そう思う 115 (49) 107 (38) 107 (48) 38 (46) 367 (45)
そうは思わない 122 (51) 172 (62) 118 (52) 45 (54) 457 (55)






































































 看護学生 人数(％) 
ｎ＝829 
①10 歳代～20 歳代前半 651 (78) 
②20 歳代後半～30 歳代前半 109 (13) 
③30 歳代後半～40 歳代前半 58 (7) 
④40 歳代後半～ 11 (1) 
表21 看護学生（年齢群別）×終末期に告知をして欲しいと思うか 
 年齢群別［人数、( )はｸﾞﾙｰﾌﾟ内の比率］ n＝827  
 ① ② ③ ④ 合計 
χ2＝2.461 
p＝0.482 
そう思う 614 (94) 106 (97) 53 (93) 11 (100) 784 
そうは思わない 36 (6) 3 (3) 4 (7) 0 (0) 43 
合計 650 109 57 11 827 
 
表22 看護学生（年齢群別）×最期まで在宅医療を受けたいと思うか 
 年齢群別［人数、( )はｸﾞﾙｰﾌﾟ内の比率］ n＝824  
 ① ② ③ ④ 合計 
χ2＝20.225 
p<0.001 
そう思う 376 (58) 49 (45) 20 (34) 3 (27) 448 (54)
そうは思わない 270 (42) 60 (55) 38 (66) 8 (73) 376 (46)
合計 646 109 58 11 824 
 
表23 看護学生（年齢群別）×希望しても最期まで自宅で医療を受けることは難しいと思うか 
 年齢群別［人数、( )はｸﾞﾙｰﾌﾟ内の比率］ n＝805  
 ① ② ③ ④ 合計 
χ2＝11.255 
p＝0.010 
そう思う 451 (72) 83 (78) 50 (86) 11 (100) 595 (74)
そうは思わない 179 (28) 23 (22) 8 (14) 0 (0) 210 (26)
合計 630 106 58 11 805 
 
表24 看護学生（年齢群別）×終末期の延命医療をして欲しいと思うか 
 年齢群別［人数、( )はｸﾞﾙｰﾌﾟ内の比率］ n＝821  
 ① ② ③ ④ 合計 
χ2＝13.482 
p＝0.004 
そう思う 119 (19) 9 (8) 4 (7) 0 (0) 132 (16)
そうは思わない 524 (81) 100 (92) 54 (93) 11 (100) 689 (84)
合計 643 109 58 11 821 
 
表25 看護学生（年齢群別）×終末期の延命医療に関する医師と患者・家族間の十分な対話が行われているか 
 年齢群別［人数、( )はｸﾞﾙｰﾌﾟ内の比率］ n＝821  
 ① ② ③ ④ 合計 
χ2＝30.082 
p<0.001 
そう思う 320 (50) 29 (27) 15 (26) 3 (27) 367 (45)
そうは思わない 324 (50) 79 (73) 43 (74) 8 (73) 454 (55)
合計 644 108 58 11 821 
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